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【概要】一連の混成軌道を１つのガラス内に原点共通で彫刻すると、球対称や円筒対称（ド

ーナツ形）になる。われわれは、混成軌道をそのひろがりの大きい方向に原点移動した表示

を工夫した。この新しい方法の有用性を、実物を展示することにより発表したい。

【方法】レーザー彫刻機として、LeLeeLaser 製 MiniType YF-YAG-200を用い[1]、ガラスブ

ロック内に原子軌道の確率密度を彫刻した。 

【結果】図 1は 3個のsp2混成軌道の原点を、それぞれ、正三角形の 3個の頂点に移動して

彫刻したものである。2種のp軌道の透視により円筒対称性が認識できることは前回報告した

[1]。たとえば、2pxと 2py軌道の確率密度を原点共通で描けば、x2 + y2の対称性を持つこと

になるので、当然のことである。多くの教科書では、図 2 のように、あたかも原点共通で3

個のsp2軌道が描けるような説明があるが、これは正しくない。図 3は 4個のsp3混成軌道の

原点を、それぞれ、正四面体の 4 個の頂点に移動して彫刻したものである。sp3d2 混成軌道

の場合、特定の 2個のd軌道の表示で、6方混成の概念を示すことができる（図 4）。図 5に、

1個のsp3d2混成軌道、図 6に、6個のsp3d2混成軌道（原点移動済）を示す。 

     
 図 1  3個の sp2混成軌道    図 2  教科書の sp2混成軌道     図 3  4個の sp3混成軌道 

     
図 4  特定の 2個の d軌道    図 5  1個の sp3d2混成軌道     図 6  6個の sp3d2混成軌道 
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